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事業名：鞍岡の生活・文化の保存とフットパスによる交流事業 

 

 

１.【団体の概要】 

鞍岡地域づくり協議会は、平成 20年 5月、鞍岡地区の六つの公民館の館長、鞍

岡中学校、鞍岡小学校、鞍岡祇園神社総代会、鞍岡地区の婦人数名、鞍岡地区の青

年数名、鞍岡祇園神楽保存会、鞍岡タイシャ流棒術保存会、NPO法人五ヶ瀬自然

学校、五ヶ瀬町農林振興課で誰もが気軽に参加できる活動を中心としながら、鞍岡

地域の持続可能なふるさとづくりを、社会的な事業として継続できるよう結成され

た。 

 

２.【事業の目的、ねらい】 

鞍岡地区の昔ながらの生活や食、神楽、棒術、祭りなどの文化にまつわる物や写

真を集め展示し住民の誇りを醸成するとともに、フットパス（集落の小路）を活用

し、各集落の魅力を高め、祭りなどに合わせて農村体験ツアーを開催し、都市と農

村の交流を通して鞍岡地域の活性化を図る。 

 

３.【活動内容】 

・ 古い写真や資料、昔使っていた生活道具などの収集。 

・ 郷土料理やジビエ（野生の肉）料理のレシピ作成。 

・ 伝統芸能、祭りの写真撮影および収集。 

・ フットパス（集落の小路）の整備および農村体験ツアーの開催。 

 

４.【事業の成果、効果】 

・ 古い写真や資料、昔使っていた生活道具などの収集 

・ 伝統芸能、祭りの写真撮影および収集 

五ヶ瀬町役場地域振興課、五ヶ瀬観光協会、鞍岡地区住民、五ヶ瀬自然学校な

どが持っている鞍岡地域に関する古い写真や、祭り、伝統芸能、地域づくりイ

ベント、子どもたちなど様々な写真を収集し、スキャンしデータ化して保存す

るとともに、その中から 90枚を厳選しプリント後、額に入れて鞍岡地区の各

施設に展示した。鞍岡地区住民の郷土愛や誇りの醸成を図るとともに、フット

パスの際のアクセントとして活用して行く。 

・ 郷土料理やジビエ（野生の肉）料理のレシピ作成 

お祭りやイベントで振舞う伝統的な郷土料理や、鞍岡ならではの鹿や猪の肉を

活用した新たな郷土料理のレシピを作成し、ファイリングして保存するととも

に、今後の祭りやイベントに生かして行く。 

・ フットパス（集落の小路）の整備および農村体験ツアーの開催。 

フットパスの整備については、鞍岡地区の波帰集落コース、道の上～馬見原コ

ースを整備した。それぞれ、地元の方協議しながらコース設定を行い、竹や笹



などで通行不可能となっていた道の整備、マップ作り、看板作りを行った。今

後、フットパスウォーキングイベントや、祭りの時の散策コースとして活用し

ながら、地元の方の理解を得て行く。農村体験ツアーについては、7月 15日の

祇園大祭、9月 21日彼岸花祭り、10月 12日～13日おくんち祭り、11月 22日

～23日おてんとうさん祭りの計 4回、ポスターやチラシでの広報活動およびフ

ットパスを生かしたイベントを祭りと合わせて行った。子どもから高齢者まで、

九州全域から集客することが出来た。 

 

５.【まとめ】 

今回の事業によって、鞍岡地域固有の魅力を整理、活用することが出来た。写真、

郷土料理、フットパスは、全て祭りやイベントで活用することが出来るので、今後

更に鞍岡地域を盛り上げるために役立てたい。更に地域住民が鞍岡地区について再

認識することが出来、改めて鞍岡地域の文化を大切に守って行こうとする力に繋が

る。鞍岡地区の過疎化を止めることは非常に難しいのが現状であるが、住み続けよ

うとする住民一人一人が、誇りを持っていきいきと暮らして行ける様、今後も様々

な努力をして行こうと思う。 






















